
様式9-1 提案受付番号：

(3) 維持管理・運営計画
排水処理月別運転計画書

単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 最大時

固形物発生量 t-Ds/月

受泥量 m
3
/日

受泥濃度 ％
調整槽濃度 ％

調整槽からの引抜量 m
3
/日

濃縮槽濃度（沈降後） ％

濃縮槽からの引抜量 m
3
/日

脱水機打込量 m
3
/日

脱水機打込濃度 ％
脱水機打込温度 ℃
必要加温温度 ℃
加温必要熱量 MJ/日
脱水機稼働日数 日/月
脱水機運転時間 h/日
脱水機稼働台数 台/日
サイクル時間 Min,hr
サイクル数 回/日

稼動脱水機総ろ布面積 m
2

ろ過速度 Kg-Ds/m
2
・h

脱水ケーキ含水率 ％
脱水ケーキ発生量 t-wet/日
脱水ケーキ発生量 t-ds/日
脱水ケーキ温度 ℃

乾燥機台数 台/日

乾燥機必要面積 m
2

乾燥機運転日数 日/月
乾燥機運転時間 h/日

蒸発水分量 m
3
/日

蒸発必要熱量 MJ/日
乾燥機必要熱量 MJ/日
乾燥後ケーキ温度 ℃

発生土含水率 ％
発生土発生量 t- wet/月

t-Ds/月
・ 様式8-1-1から8-1-12で設定した施設・設備を用いた月別シミュレーションを作成すること。
・ 各月の固形物発生量は上記表中の県水道局の設定値、また最大時の固形物発生量は事業者の提案による設定値により、シミュレーションを作成すること。

・ 各月と最大時の設定値を当該月ごとに全て処理可能な計算とすること。
・ 発生土の含水率は、事業者が提案により設定すること。
・ 数値については小数点以下第２位を四捨五入すること。
・ A3版１枚以内とし、該当しない項目には記入せず、追記を必要とする場合は表を加工すること。
・追加または削除する工程がある場合には適宜項目を追加または削除すること。
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様式9-3 提案受付番号：

(3)維持管理・運営計画

水収支計算書

番号 項　目 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

① 受泥量 m3/日

② 濃縮槽打込汚泥量 m3/日

③ 脱水機打込汚泥量 m3/日

④ 上澄水量（③)－(②） m3/日

⑤ ポンプシール水 m3/日

⑥ 脱水機洗浄水 m3/日

⑦ 脱水機分離水等 m3/日

⑧ 発生土内含水量 m3/日

水道水購入量 m3/日

・排水処理施設内の水収支計算を確認するために、様式9-1 で設定した月別運転計算書に基づき水量を記入すること。

・項目内容は、記述例として提示しています。提案内容により変更すること。

・A4版１ページ以内に記述すること。
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様式9-4-2

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（調整・濃縮設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 既設濃縮槽 汚泥掻き寄機 減速部の軸・軸受け メーカーによる点検 １回／年

・ 調整・濃縮設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-2で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-3

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（調整・濃縮設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 既設濃縮槽 汚泥掻き寄機 ドライブユニット １回／４年 メーカーによる部品交換

・ 濃縮設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-2で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-5

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（脱水設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度

単価
千円／
回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 脱水設備 脱水機 ろ布緊張部の油圧シリメーカによる点検 １回／１年

・ 脱水設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-4で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-6

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（脱水設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度

単価
千円／
回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 脱水設備 脱水機 ろ過部のろ布 １回／１年 現場作業員による交換

・ 脱水設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-4で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-8

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（上澄水返送設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 返送設備 返送ポンプ 振動・異音の状況 現場作業員による目視 １回／１日

・ 上澄水返送設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-6で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-9

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（上澄水返送設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

・ 上澄水返送設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-6で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-11

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（場内発生土貯留設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 場内発生土貯留設備 ベルトコンベア設備 ベルト振れ、付着汚泥除去 現場作業員による目視 １回／１日

・ 場内発生土貯留設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-8で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-12

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（場内発生土貯留設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

・ 場内発生土貯留設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-8で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-14

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（乾燥設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度

単価
千円／
回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 造粒機設備 回転造粒機 Ｖベルト振れ 現場作用員による目視 １回/１日

・ 乾燥設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-10で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-15

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（乾燥設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

(例) 乾燥機設備 減速機 流体継手オイル交換 １回／年 メーカーによる流体継手オイル交換

・ 乾燥設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-10で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-17

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（その他必要な設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

・ その他必要な設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-1-12で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-18

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（その他必要な設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

・ その他必要な設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-1-12で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-20

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（電気・計装設備：点検リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 受変電設備 変圧器 保護装置の配線、接続部の状況 メーカによる点検 １回／１年

・ 電気計装設備に対する日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ 様式8-3-2，4，6，9で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-21

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（電気・計装設備：修繕リスト） 金額（千円）

番号 対象箇所 設備名称 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例） 受変電設備 変圧器 コンデンサ 1回／10年 メーカによる交換

・ 電気計装設備について、保守管理上修繕・更新を行う箇所を記入すること。

・ 様式8-3-2，4，6，9で作成した主要設備リストに記述された設備を対象とし、名称及び番号を整合させること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-23

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（建築物及びコンクリート構造物：点検リスト） 金額（千円）

対象設備 対象箇所 点検項目 方法 頻度
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

(例)濃縮設備 新設濃縮槽 躯体の亀裂 現場作業員による目視点検 １回／１年

・ 保守及び修繕の対象となる建築物、コンクリート構造物及びそれらの付属設備に対する日常点検の項目、内容、箇所について記述すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-24

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（建築物及びコンクリート構造物：修繕リスト） 金額（千円）

対象設備 対象箇所 修繕項目 頻度 修繕内容
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

(例)脱水機棟 外壁 亀裂 １回/年 業者による施工

・ 修繕の対象となる建築物、コンクリート構造物及びそれらの付属設備に対する、保守管理上修繕、更新を行う箇所を記入すること。

・ 頻度については、部品交換の頻度について記入すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-26

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（外構：点検リスト） 金額（千円）

対象設備 点検項目 方法 頻度

単価
千円／
回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例）事業用地内 安全確認 現場作業員による巡視 ２回／１日

・ 外構について日常点検の項目、内容、箇所等について記述すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-27

（３）維持管理・運営計画

維持管理の考え方（外構：修繕リスト） 金額（千円）

対象設備 修繕項目 頻度 修繕内容
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

（例）事業用地内 構内整備（舗装） １回/年 アスファルト舗装の劣化等の補修

・ 外構について、保守管理上修繕、更新を行う箇所を記入すること。

・ 頻度については、修繕を行う間隔について記述すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



様式9-4-28
（3）維持管理・運営計画

年度別維持管理計画表 単位：千円
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 合計

４ 場内発生土貯留設備

５ 乾燥設備（提案する場合）

６　その他必要な設備

名称

１ 調整・濃縮設備

２ 脱水設備

３ 上澄水返送設備

提案受付番号：



・  維持管理の考え方に沿って行う維持管理・運営業務に係る費用について記入すること。
・  マイクロソフトEXCEL形式（ホームページよりファイルのダウンロード化）によりA3横書きで提出すること。行が不足する場合は表を加工すること。
・ 合計金額は、様式6-1-1，6-3-1～4との整合性をとること。

・ 名称に示す内訳項目は、様式9-4-1から9-4-27に記した対象箇所（設備名称）と合わせて記述し、それ以外は上記以外の保守管理業務としてまとめて記述すること。

消費税及び地方消費税

８ 建築物・コンクリート構造物

９ 外構

10　上記以外の保守管理費

合計

７ 電気計装設備



様式9-5-2

（３）維持管理・運営計画

上澄水質管理計画（水質測定項目リスト） 金額（千円）

サンプリング箇所 水質測定項目 測定機器 測定間隔 測定範囲
単価

千円／回 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39 Ｈ40 Ｈ41 Ｈ42 計

・ 様式8-3-7で作成した計装フロー図のうち、水質測定項目に係る測定機器､測定範囲､サンプリング箇所について指定様式を用いて記述すること。

・ Ａ３版１ページ以内に記述すること。

提案受付番号：



提案受付番号：

様式10-3

含水率
(%) 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

固形物発生量 - t-Ds/月

再生利用番号 - t-Ds/月

（再生利用先） t-wet/月

再生利用番号 - t-Ds/月

（再生利用先） t-wet/月

再生利用番号 - t-Ds/月

（再生利用先） t-wet/月

再生利用番号 - t-Ds/月

（再生利用先） t-wet/月

- t-Ds/月

場内発生土保管量 - t-Ds/月

設定した固形物量が発生したとし、様式10-1-1で提案された含水率での再生利用量の搬出計画を作成すること。
３月には保管量が全て無くなる計画とすること。
再生利用番号は様式10-1-1の数値を記述すること。
再生利用先については、様式5-1で用いた表記番号で記述すること。
場外保管量の欄は、当該月に保管場所に残っている発生土の量を記述すること。
表中の数値は整数止めとし、小数点以下第１位を四捨五入すること。
記入欄が不足する場合は表を加工すること｡
様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、A4版1ページ以内で提出すること｡

発生土搬出計画

(4)発生土再生利用計画

・再生利用用途とその計測方法（様式10－2）に基づき、発生土搬出計画を記述すること。

発
生
土
搬
出
量

再
生
利
用
量

場外保管量



提案受付番号：

様式10-4

最大保管量 地図資料番号

0

t-Ds

0

t-Ds

0

t-Ds

0

t-Ds

0

保管量の合計値は発生土搬出計画書（様式10-3）の保管量の数値と整合させてください。

表中の数値は整数止めとし小数点以下第1位を四捨五入すること。

保管場所の欄には、所在地、施設名称等を記述すること。なお、施設名称には様式5-1の表記番号で記述すること。

記入欄が不足する場合は表を加工すること。（場内及び場外保管場所ともに記述すること。）

保管場所管理方法

(4)発生土再生利用計画

発生土保管計画（単位：t-Ds/月）

１１月 １２月 １月 ２月９月 １０月

・再生利用用途とその計測方法（様式10-2）に基づき、保管を計画している場合は発生土の保管計画を記述すること。

保管場所管理方法

４月 ５月 ６月
保管場所

７月 ８月 ３月

保管場所管理方法

場外保管場所については、それぞれの保管場所の周辺地図（1/1500程度）に資料番号を記入して添付すること。ただし、施設の固有名称が分かる場合には、固有名称を消去し、様式5-1の
表記番号を示すること。

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ4版1ページ以内で提出すること。

保管量合計

保管場所管理方法



提案受付番号：

様式11-2-1

エネルギー使用量計算書

項　　目 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間合計

kWh/月

MJ/月

Nm3/月

MJ/月

kL/月

MJ/月

その他使用量     /月

（　　　　　　　） MJ/月

合 　 計 MJ/月

各エネルギー使用量から仕事量への換算係数は以下のとおりとします。

　・　電力使用量　1kWh当たり9.97MJ

　・　都市ガス使用量　1Nm3当たり41.1MJ

　・　軽油使用量　1L当たり38.2MJ

　・　灯油使用量　1L当たり36.7MJ

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間エネルギー使用量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持管理・運営
開始より2年度以降）と記入し、それぞれのエネルギー使用量を計算すること。

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ4版1ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間エネルギー使用量が異なる場合はＡ4版2ページ以内）
で提出すること。

(5)環境計画

月別電力使用量算出表（様式11-2-2）、排水処理施設月別燃料使用量算出表（様式11-2-3）及び発生土運搬に伴う燃料使用量（様式11-2-4）に基づき、排
水処理施設運営時における電力使用量及び燃料使用量ならびに発生土の運搬に伴う燃料使用量を本様式に記入すること。

その他燃料使用量から仕事量への換算値については出典資料を添付して、資料に示した係数を用いてエネルギー量を計算すること。

電力使用量

都市ガス使用量

軽油使用量



様式11-2-2

月別電力使用量算出表

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

稼働時間
ｈ

電力量
kWh

例：引抜ポンプ

計

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間電力使用量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持管理・運営開始より2年度以降）と記入し、それぞれの電力使用量を計算すること。

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ3版1ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間電力使用量が異なる場合はＡ3版2ページ以内）で提出すること。

2月9月 10月 11月 12月

既存上澄
水槽関連
設備

出力計
ｋW

既存調整槽
関連設備

既存濃縮槽
関連設備

施設 設備名
設置
台数

稼働
台数

(5) 環境計画

備考

脱水施設
関連設備

4月 5月 6月 7月 3月8月 1月

排水処理施設月別運転計画書（様式9-1）に基づき、主要設備の電力使用量を算出すること。

項目が足りない場合、必要に応じて追加すること。

電力効率等は各設備容量に含むものとすること。

選択設備：
乾燥機、関
連設備

その他設備



様式11-2-3

排水処理施設月別燃料使用量算出表

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

稼働時間
ｈ

使用量
(単位記入
ください)

計

計

計

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ3版1ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間燃料使用量が異なる場合はＡ3版2ページ以内）で提出すること。

(5) 環境計画

備考

稼働時
間当た
り燃料
使用量

都市ガス

5月 6月 7月 1月 2月 3月

軽油

4月
稼働
台数

燃料 主要設備名
設置
台数

12月

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間燃料使用量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持管理・運営開始2年度以降）と記入し、それぞれの燃料使用量を計算すること。

排水処理施設月別運転計画書（様式9-1）に基づき、主要設備の燃料使用量を算出すること。

項目が足りない場合、必要に応じて追加すること。

8月 9月 10月 11月

その他燃料
（　　　）



提案受付番号：

様式11-2-4

発生土運搬に伴う燃料使用量

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 年間合計

発生土量　乾燥土量 [t-Ds]

　　　　　提案含水率による重量 [t-W]

再生利用番号　　　　　　の発生土重量 [t-W]

再生利用番号　　　　　　の発生土重量 [t-W]

再生利用番号　　　　　　の発生土重量 [t-W]

再生利用番号　　　　　　の月別運搬台数 [台]

再生利用番号　　　　　　の月別運搬台数 [台]

再生利用番号　　　　　　の月別運搬台数 [台]

月別運搬距離（月別運搬台数×片道運搬距離の合計） [km]

燃料消費量　　　　　　　燃料種 [ L ]

再生利用番号　　　　　の片道運搬距離 [    ] km 発生土運搬用ダンプトラック積載重量[    ] ｔ

再生利用番号　　　　　の片道運搬距離 [    ] km 発生土運搬用ダンプトラック機関出力[    ] ｋW

再生利用番号　　　　　の片道運搬距離 [    ] km 発生土運搬用運転1時間当たり燃料消費率[    ] L/kW-h

燃料消費量は次式により算出すること。（発生土運搬用車両の走行速度は30km/hと設定して計算すること。）

燃料消費量(L)＝燃料消費率(L/kW-h)×機関出力(kW)×月別運搬距離(km)÷30(km/h)

(5) 環境計画

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月

発生土再生利用計画書（様式10-1-1）及び発生土搬出計画書（様式10-3）に基づき、発生土重量及び片道運搬距離を記述すること。

月別運搬台数は延べ台数とし、小数点以下第一位を切り上げとすること。

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで発生土の運搬に伴う年間燃料使用量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持
管理・運営開始より2年度以降）と記入し、それぞれの発生土運搬に伴う燃料使用量を計算すること。

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ4版1ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間燃料使用量が異なる場合はＡ4版2ページ以内）で提出す
ること。

ダンプトラック機関出力及び燃料消費率は、カタログ等に資料番号を記入して添付するか若しくは建設機械等損料算定表　平成16年度版（社団法人　日本建
設機械化協会）に基づくこととすること。

項目が足りない場合、必要に応じて追加すること。



提案受付番号：

様式11-3-1

二酸化炭素排出量計算書

項　　目 エネルギー名 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間合計

①濃縮目的の
　二酸化炭素排出量

CO2-kg/月

②脱水目的の
　二酸化炭素排出量

CO2-kg/月

③発生土運搬に伴う
　二酸化炭素排出量

CO2-kg/月

④選択：乾燥目的
　の二酸化炭素排出
量

CO2-kg/月

⑤選択：その他設備
の

二酸化炭素排出量
CO2-kg/月

　二酸化炭素排出量計 － CO2-kg/月

エネルギー使用量計算書（様式11-2-1）に基づき、以下に示す排出係数により二酸化炭素排出量を計算すること。

電力からの排出係数は、1kWh 当たり0.378CO2-kg

軽油からの排出係数は、1MJ当たり0.0687CO2-kg

都市ガスからの排出係数は、1MJ当たり0.0513CO2-kg

灯油からの排出係数は、1MJ当たり0.0679CO2-kg

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ4版１ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間二酸化炭素排出量が異なる場合はＡ4版2ページ以内）で
提出すること。

（5）環境計画

その他燃料から発生する排出係数については、「環境省　事業者からの温室効果ガス排出量算定方法ガイドライン（平成15年７月）」の排出係数を基に計算
すること。

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間二酸化炭素排出量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持管理・運営開
始より2年度以降）と記入し、それぞれの二酸化炭素排出量を計算すること。

各項目について二酸化炭素を排出するエネルギーが複数ある場合は、表を加工して記述すること。



提案受付番号：

様式11-3-2

窒素酸化物排出量計算書

項　　　　目 エネルギー名 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間合計

①濃縮目的の排出ガス量 Nm3

②濃縮目的のNOx排出ガス濃度 ppm

③濃縮目的のNOx排出量 － NOx-kg/月

④脱水目的の排出ガス量 Nm3

⑤脱水目的の排出ガス濃度 ppm

⑥脱水目的のNOx排出量 － NOx-kg/月

⑦発生土運搬に伴うNOx排出量 － NOx-kg/月

⑧選択：乾燥目的の排出ガス量 Nm3

⑨選択：乾燥目的の排出ガス濃度 ppm

⑩選択：乾燥目的のNOx排出量 － NOx-kg/月

⑪選択：その他設備からの排出ガス量 Nm3

⑫選択：その他設備からの排出ガス濃度 ppm

⑬選択：その他設備からのNOx排出量 NOx-kg/月

　NOx排出量計 － NOx-kg/月

エネルギー使用量計算書（様式11-2-1）に基づき、窒素酸化物排出量を計算すること。

NOxの排出量については、排出ガスの濃度及び排出ガス量の根拠（カタログのコピー等）を添付していただき、次式より算出すること。

NOx排出量（NOx-kg/月）=排出ガス量（Nm3/月）×排出NOx濃度(ppm)×2.05×10-6

発生土運搬に伴うNOx排出量は次式より算出すること。

NOx排出量（NOx-kg/月）=2.97×10-3×運搬台数（台/月）×運搬距離（km/台）

（5）環境計画

維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間窒素酸化物排出量が異なる場合、様式を複写して（維持管理・運営開始初年度）または（維持管理・運営開始より2年度以
降）と記入し、それぞれの窒素酸化物排出量を計算すること。

様式集ＥＸＣＥＬ版で作成し、Ａ4版１ページ以内（維持管理・運営開始初年度と2年度以降とで年間窒素酸化物排出量が異なる場合はＡ4版2ページ以内）で提出すること。


